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内容

■2006年12月期決算の概要
執行役員管理部門副部門長
伊豫田 直記（いよだ なおき）

■事業環境と今後の課題および対策
■2007年12月期決算の予想

代表取締役社長
木村 良（きむら りょう）

■ご参考資料

Copyright© 2007 KITOKU SHINRYO Co., Ltd. All Rights Reserved.
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20062006年年1212月期決算の概要月期決算の概要

１．連結損益計算書

２．連結セグメント別損益

３．連結貸借対照表

４．連結有利子負債残高の推移

５．連結キャッシュフロー

６．単体の状況について

７．配当について

Copyright© 2007 KITOKU SHINRYO Co., Ltd. All Rights Reserved.
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１．連結損益計算書
単位：百万円

Copyright© 2007 KITOKU SHINRYO Co., Ltd. All Rights Reserved.

△232

△298

△79

△148

2,000

06年予想対比

△980

△1,210

390

580

90,000

06年度予想

△1,502290△△1,2121,212当期損益

△1,54941△△1,5081,508特別損益

△221532311311経常利益

△234666432432営業利益

△3,43895,43892,00092,000売上高

05年実績対比05年度実績0606年度実績年度実績項 目

売 上 高：
米穀事業 前年比 △2,774玄米販売数量の減少、販売価格は横ばい

営業利益：
米穀事業 前年比 △316厳しい値下げ要請、ｽｹｰﾙﾒﾘｯﾄの減少、木徳九州業績悪化
食品事業と鶏卵事業 前年比 △90 鶏肉・鶏卵相場の下落、赤字子会社の買収

特別損益：減損損失 1,389 本社移転費用 65
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２．連結セグメント別損益

Copyright© 2007 KITOKU SHINRYO Co., Ltd. All Rights Reserved.

単位：百万円

△△234234△△3,4383,43866666695,43895,43843243292,00092,000連結合計連結合計

営業利益売上高営業利益売上高営業利益営業利益売上高売上高

△15△3431347,0731191196,7306,730鶏卵事業

△316△2,7741,45178,9881,1351,13576,21476,214米穀事業

△1,207

152

136

△305

2,099

7,583

05年度実績

165138△△1,0421,042△△167167その他・消去

71951591592,2942,294飼料事業

△75△65461616,9296,929食品事業

増減0606年度実績年度実績
項目
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３．連結貸借対照表

単位：百万円
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△4,38330,05825,67525,675連結

増 減05年度実績0606年度実績年度実績資産合計

3,4993,499

426426

22,17622,176

6,8156,815

15,36115,361

10,24310,243

15,43215,432

0606年度実績年度実績

減損損失 △1,389

（減価償却費実施額 812）
12,730固定資産

現預金 △728たな卸資産 △413

未収入金 △754 売掛金 80
17,328流動資産

25,209負債合計

長期借入金 △879 社債 △2908,153固定負債

買掛金 △1,000

短期借入金等 △1,567
17,056流動負債

427少数株主持分

4,423純資産合計

注 記05年度実績項目
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15 ,777

23,284

17,554
16 ,384

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

04年度末 05年度末 06年度中間 06年度末

単位：百万円

４．連結有利子負債残高の推移

Copyright© 2007 KITOKU SHINRYO Co., Ltd. All Rights Reserved.

連結期末有利子負債残高推移連結期末有利子負債残高推移
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５．連結キャッシュフロー
単位：百万円

期首残高 営業ＣＦ 投資ＣＦ 財務ＣＦ 換算差額 期末残高

4,000

0

1,000

2,000

3,000
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2,2,0290291△1,828△471,2322,671

20062006年年1212月月換算差額財務ＣＦ投資ＣＦ営業ＣＦ2005年12月

営業ＣＦ：たな卸資産 △425、未収入金 △765

投資ＣＦ：設備投資額 516 有形固定資産売却 △351 貸付金 △138

財務ＣＦ：短期借入金収支 △414、長期借入金収支 △2,033、社債収支 661
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６．単体の状況について①
単位：百万円
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△303

△360

△28

△64

1,545

06年予想対比

218

△12

321

507

71,213

05年度実績

△1,321

△1,508

11

△41

△2,668

05年実績対比

△800△△1,1031,103当期損益

△1,160△△1,5201,520特別損益

360332332経常利益

530466466営業利益

67,00068,54568,545売上高

06年度予想0606年度実績年度実績損益の概況

△2,03712,06710,03010,030流動資産

△4,174

△1,219

△2,955

△1,350

△1,605

△4,174

△2,137

増 減

18,13318,133

2,4582,458

15,67515,675

5,1575,157

10,51810,518

18,13318,133

8,1038,103

0606年度実績年度実績

22,307資産合計

10,240固定資産

18,630負債合計

6,507固定負債

12,123流動負債

3,677純資産合計

22,307負債・純資産合計

05年度実績資産等の概況
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現預金を圧縮

20

60

1,000

2,400

目標

経費使用の効率化9797
一 般 管 理 費 の 削 減

短期・長期借入金の削減

1,8551,855ネット有利子負債の削減

製造部門の目標未達2525総 人 件 費 の 削 減

（ 人 件 費 を 除 く ）

原料調達の効率化2,0602,060在 庫 の 適 正 化

注 記実績実績項 目

単位：百万円

６．単体の状況について②

企業体質強化の成果
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７．配当について

Copyright© 2007 KITOKU SHINRYO Co., Ltd. All Rights Reserved.

既に公表した配当方針に従い、既に公表した配当方針に従い、期末期末配当を１株につき配当を１株につき
２２円と円と定時株主総会に付議しております定時株主総会に付議しております。。

＜利益配分方針について＞

当社は、株主に対する利益還元の充実と安定的な経営基盤の確保に
努めるとともに、内部留保の充実を目指し、安定的な配当の継続を
業績に応じて維持することを基本方針としております。
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事業環境と今後の課題
および対策

事業環事業環境と今後の課題境と今後の課題
および対策および対策



12 Copyright© 2007 KITOKU SHINRYO Co., Ltd. All Rights Reserved.

○少子高齢化の進行
①コメ、鶏卵、鶏肉の家庭用マーケットは減少基調
②業務用マーケットにおける競争の激化

既存マーケットが厳しい

○ニーズの多様化
①選択消費財の関連加工食品、付加価値商品の増加
②健康志向、拘りの嗜好、安全安心志向、利便性追求

新しいチャネルの拡大

事業環境①
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事業環境②

○コメに関する自由化の進展
・国・行政による新たな需給調整システムの導入

コメ生産調整の主役交代
（国・行政から農業者・団体へ）
コメの生産に競争原理

・全農改革の実施による影響
相対契約の増加による仕入の安定化

・コメ先物市場の必要性に対する理解の広がり
仕入価格のリスクヘッジの手段になりえるか

・ＷＴＯ農業交渉の進捗
将来輸入米の増加
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今後の課題

１．外部環境変化への米穀事業の対応１．外部環境変化への米穀事業の対応１．外部環境変化への米穀事業の対応

３．グループ会社のマネジメント強化３．グループ会社のマネジメント強化３．グループ会社のマネジメント強化

２．食品事業の強化２．食品事業の強化２．食品事業の強化
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今後の課題と対策①

外部環境変化への米穀事業の対応外部環境変化への米穀事業の対応外部環境変化への米穀事業の対応

１．主要取引先との関係強化
原料やコストに関する取引先の要求に対応する
ことによって取扱い数量の拡大を図る
2007年12月期連結
精米203千トン、前年比 +7千トン
玄米 89千トン、前年比 +9千トン

２．卸機能の充実と販売競争力の強化
製造・販売の一体化を推進し、仕入の質の向上、
提案型営業の充実による収益力の向上を図る
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今後の課題と対策②

食品事業の強化食品事業の強化食品事業の強化

１．コメ関連商品の販売拡大
コメ加工食品関連の新商品開発を積極的に推進し、
グループ会社との連携を図り、新しいチャネルを
開拓しつつ、販売の拡大を進めていく
2006年12月期 発売済９アイテム（うち低たんぱくシリーズ６アイテム）

2007年12月期 商品化予定６アイテム、開発中６アイテム

２．鶏卵・鶏肉事業のシナジー効果
①チャネルの共用による販売量の拡大
②鳥インフルエンザに対するリスク回避の継続
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今後の課題と対策③

グループ会社のマネジメント強化グループ会社のマネジメント強化グループ会社のマネジメント強化

１．事業別の子会社マネジメントの強化
グループのマネジメント基準の統一を図り、
子会社経営への関与を強化する

２．事業成長に適した企業集団づくり
環境やニーズの変化に対応するための企業
集団の形態を検討する
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20020077年年1212月期決算の予想月期決算の予想

１．連結損益予想

２．連結セグメント別損益予想
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1．連結損益予想

単位：百万円

Copyright© 2007 KITOKU SHINRYO Co., Ltd. All Rights Reserved.

1,603

65

221

2,530

増 減

△1,212

311

432

92,000

06年度実績

子会社固定資産売却益
137百万円

米穀数量増に伴う収益増

食品事業の回復

経費の削減

取扱数量の増加

精米 +7千トン、玄米 +9
千トン、無洗米は横ばい

注 記

391391当期損益

376376経常利益

653653営業利益

94,53094,530売上高

0077年度予想年度予想項 目
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2．連結セグメント別損益予想
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2212212,5302,530432432992,0002,0006536539944,,530530連結合計連結合計

営業利益売上高営業利益売上高営業利益営業利益売上高売上高

△41291196,7301111556,6,859859鶏卵事業

661,7221,13576,2141,1,201201777,9367,936米穀事業

△1,042

159

61

△167

2,294

6,929

06年度実績

70114△△979722△△5353その他・消去

△28△641131312,22,23030飼料事業

1176291781787,5587,558食品事業

増減0077年度年度予想予想
項目

単位：百万円
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ご参考資料ご参考資料

１．米穀の平均価格と落札数量の推移

２．年産別米穀の平均価格と消費量の推移

３．コメ加工食品の関連商品

４．当社の概要
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平成15～18年産米の全銘柄加重平均価格と落札数量

19,853

23,662

22,810

19,657

20,959
23,768

22,148

19,939

19,188

18,738
18,723

15,897

16,000 15,845

15,584
15,443

14,664

15,068

15,102

15,014

15,539

15,632

15,841

15,873

15,642 15,387

14,715

14,892

15,145

15,212

14,046

15,614

14,786
15,24315,368

16,141
16,285

15,885

17,872

23,537

15,22115,221

0

50,000

100,000
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300,000

8下 9上 9下 10上10下 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8下 9上 9下 10上10下 11 12 1 2 4 5 6 8 9上 9下 10上10下 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

落札数量（トン）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

加重平均価格（円/60キロ）

1．米穀の平均価格と落札数量

出典：コメ価格センター資料を基に当社作成

15年産 16年産 17年産

Copyright© 2007 KITOKU SHINRYO Co., Ltd. All Rights Reserved.

1818年産年産
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２．年産別米穀の平均価格と消費量

Copyright© 2007 KITOKU SHINRYO Co., Ltd. All Rights Reserved.

出典：農林水産省総合食料局資料に基づき当社作成
注記：平成18年より包装等を含んだデータとなります。
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３．コメ加工食品の関連商品

Copyright© 2007 KITOKU SHINRYO Co., Ltd. All Rights Reserved.

低たんぱく質「越後」シリーズ低たんぱく質「越後」シリーズ
腎不全でたんぱく摂取制限者をターゲット腎不全でたんぱく摂取制限者をターゲット

ささかみささかみ
新しいチャネル向け新しいチャネル向け
子会社との共同開発子会社との共同開発

注目の新商品注目の新商品
ギャバ＆植物性乳酸菌入りギャバ＆植物性乳酸菌入り

タイ香り米タイ香り米
食物繊維入り無菌ごはん食物繊維入り無菌ごはん
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４．当社の概要
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会 社 名 木徳神糧株式会社 （KITOKU SHINRYO Co., Ltd.）

代 表 者 代表取締役社長 木村 良

設 立 １９５０年３月２２日

所 在 地 東京都江戸川区西瑞江２－１４－６

資 本 金 ５億２,９５０万円

事業内容 米穀事業、飼料事業、海外事業、コメ加工事業

従 業 員 連結３９１名、単独１４０名（臨時雇用者を除く）

連結子会社 （株）ライスピア、木徳九州（株）、備前食糧（株）、内外食品（株）
（有）茨城内外食品、（有）共栄ファーム、（株）ジィーシーフーズ、
関東内外食品事業（協）、東洋キトクフーズ（株）、キトク・アメリカ会社、
アンジメックス・キトク合弁会社、一番保険サービス（株）

平成１８年１２月末現在
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本資料のうち、業績予想等に記載されている各数値は、現在入手可能な
情報による判断および仮定に基づき算定しており、判断や仮定に内在する
不確定性および今後の事業運営や内外の状況変化等による変動可能性に
照らし、実際の業績等と異なる可能性があります。

お問い合わせ先

ＩＲに関するお問い合わせ先

執行役員 管理部門副部門長

伊豫田 直記（いよだ なおき）

TEL：03-5636-1501FAX：03-5636-1601
Email:n-iyoda@kitoku-shinryo.co.jp
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